
Ata Rangi 
アタ･ランギ 

 
ニュージーランド･マーティンボロー   

設立：1980年   
オーナー：クライヴ･ペイトン&フィル･パティ夫妻   

アリソン･ペイトン   
醸造家：ヘレン･マスターズ（写真）  

自社畑：27.5ha （内5.5haはリース契約）  
契約畑： 27.5ha （栽培家との長期契約）   

   

Martinborough, New Zealand 
Est.: 1980 
Owners: Clive Paton, Phyll Pattie, Alison Paton       
Winemakers: Helen Masters, Clive Paton 
Estate Vineyard: 27.5ha (Leased 5.5ha) 
Contract Vineyard: 27.5ha 
https://www.atarangi.co.nz 
 

 
マオリ語で"夜明けの空" "新たな始まり"を意味するアタ·ランギは、牧羊

農家だったアタ･ランギの創設者クライヴ･ペイトンが1980年、マーティン
ボローの町の端にある５haほどの石ころだらけの放牧地にブドウを植えた
のが始まりです。その後、クライヴの妹アリソン･マスターズが加わり、
1986年には後にクライヴの伴侶となる醸造家フィル･パティが参画します。 

2003年から醸造責任者を務める現醸造家ヘレン･マスターズは、長年ニ
ュージーランドTOP5の一角をなすアタ･ランギの“顔”でもあります。 

マーティンボロー･テラスと畑の特徴（ヴィンヤードマップ&詳細はP3） 
この地は”マーティンボロー･テラス“と呼ばれるごく浅いシルトに覆われ

た砂礫まじりの沖積土壌で、深いところでは40-50mにも及ぶ水はけのよ
い礫層が広がり、風味の凝縮したブドウが実ります。マーティンボロー一
帯は、南東のパリサー湾から内陸に向かって吹きつける強い風により春先
の開花時期の結実が難しく、他の地域よりも樹1本あたりの房数が非常に
少なく、またブドウの実が風から自己防御するように果皮を厚くして、そ
れがさらに風味を凝縮させるといいます。また夏は安定して暖かく、夜間
は涼しく、秋は長く乾燥した気候が続くため、手摘みに最適な環境です。 
現在アタ･ランギのブドウは計55haの畑から供給され、その半分が自社

畑、一部はリース契約により自社で栽培管理をしています。契約畑の多く
は自社畑と同様にシルトに覆われた水はけのよい土壌で、収量は１ha当た
り4tと低収量に抑えられます。 
最初に植え付けた畑は樹齢40年に近づき、土壌やクローンの特性に合わ

せ、個性を大切にするきめ細かい栽培管理がヴィンテージの違いを超えた
アタ･ランギの品質の一貫性を支えています。畑では殺虫剤、化学肥料、
除草剤などは使用せず、調合剤やワイルドフラワー、地下の自然の土を掘
り起こし散布するなど、有機栽培と一部バイオダイナミック栽培を取り入
れています。アタ･ランギのすべての自社畑は2014年、NZのオーガニック
認証機関バイオグロ（Bio Gro）の認証を受けました。またをワイナリー
は、環境マネジメントシステムISO14001の認証を取得し、消費電力のほ
とんどは太陽光で賄われています。 

自然環境保護への取り組み 
アタ･ランギの設立当初より自然環境保護にも強い情熱を傾けてきたク

ライヴは2000年代「クリムゾン･ピノ･ノワール」のリリースを開始すると、
その収益の一部をプロジェクト･クリムゾンによる樹木の保護･育成活動の
支援に充ててきました。プロジェクト･クリムゾンは1990年に設立された
自然保護団体で、絶滅の危機に瀕しているニュージーランド固有樹の保護
活動を主体に、原生林の保護･再生や、健康で持続可能経済システムの構
築をミッションに掲げています。 
さらに、プロジェクト･クリムゾンへの継続的な支援と並行してクライ

ヴは、すでに絶滅したと思われていた固有樹ラタの一種を、森を探索中に
見つけた木を元に増やし、自ら植樹も手がけています。2002年には、ニュ
ージーランド北島最南端のパリサー岬から北のマーティンボロー近くまで
広がるアオランギ（Aorangi）森林公園に面した広大な土地を取得して
「ブッシュ･ブロック」と名付け、これまでに75,000本以上もの固有種を
植樹してきました。またアタ･ランギでは、畑を囲む原生林を生かした養
蜂も行っています。 

主な受賞等 
・1995 年、1996 年、2001年 ロンドン･インターナショナル･ワイン＆

スピリット･コンペティション（IWSC) ：アタ･ランギ･ピノ･ノワール "最
優秀ピノ･ノワール･トロフィー" 
・インターナショナル･ピノ･ノワール2010（ウェリントン）： 

"Tipuranga Teitei o Aotearoa"賞受賞（アタ･ランギ･ピノ·ノワールが質･
評価･知名度において、ニュージーランド国内のピノ·ノワールの発展･成長
に長年にわたって大きく貢献してきたことを表彰するもの。NZ ピノ･ノワ
ールにおける「グラン･クリュ」「もっとも偉大な成長」と称えられた） 
・「2019 ニュージーランド･ワインメーカー･オブ･ザ･イヤー」

"Gourmet Traveller Wine"（豪州の有名ワイン誌）：醸造家ヘレン･マスタ
ーズ 選出

 
 

Code 商品名 年号 種類 希望小売価格 

13186 Te Wa Sauvignon Blanc テ･ワ･ソーヴィニヨン･ブラン 2024 白 \4,650 

13184 Pinot Gris ピノ･グリ 2024 白 \5,000 

13185 Pōtiki Chardonnay ポティキ･シャルドネ 2023 白 \5,600 

12914 Rosé ロゼ 2023 ロゼ \3,200 

12913 
13183 

Crimson Pinot Noir 
Crimson Pinot Noir (375ml) 

クリムゾン･ピノ･ノワール 
クリムゾン･ピノ･ノワール（375ml） 

2023 
2023 

赤 
赤 

\5,200 
\2,350 

12677 Celebre セレブレ 2021 赤 ¥6,000 

12553 Pinot Noir ピノ･ノワール 2020 赤 \12,000 

12555 McCrone Pinot Noir マクローン･ピノ･ノワール 2020 赤 \15,000 

12554 Kotinga Pinot Noir コティンガ･ピノ･ノワール 2020 赤 \15,000 

12556 Masters Pinot Noir マスターズ･ピノ･ノワール 2020 赤 \15,000 

希望小売価格は税別表示。容量は、明記されていないものは750ml。 
Recommended Retail Prices do NOT include Consumption Tax. Vol. is 750ml unless otherwise specified.                   （2025年6月） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
*年号や価格は予告なく変更することがございます。                                                                                                            (2025年6月） 
*各ワインの詳しい資料は弊社ホームページ上の生産者ワイン詳細をご参照下さい。                ヴィレッジ･セラーズ株式会社 
 
 
 

コティンガ･ピノ･ノワール 
Kotinga Pinot Noir 

コティンガ･ヴィンヤードは、自社畑の中で最も砂利が多
い水はけのよい沖積土壌で、ディジョン･クローンのみの
畑。エネルギッシュな明るい果実味、芳香性と力強さに溢
れる。2020年が初ヴィンテージ。 
自然発酵（40％全房）、超大型のフレンチオーク･フード
ル（2,280L）で11ヶ月間熟成。 
植樹：2001年 栽培面積約3.25ha。 
クローン：ディジョン（777, 667, 115） 

ロゼ 
Rosé 

2023年はピノ･ノワールを主体にした4品種のブレンド
（ピノ･ノワール35%/メルロ33%/シラー27%/マルベッ
ク5%）。プレスして一晩静置し色づいた果汁をステンレス
タンクと大樽半々で自然発酵し、瑞々しい果実に複雑さを
加味。フルーティなアロマをオールスパイスやカルダモン
が華やかに彩る。軽快な酸が活力ある余韻を導く。 

セレブレ 
Celebre 

ダークフルーツにハーブ、スパイス、タバコなどの風味
が重なり、ジューシーな口当たり。熟成により複雑味が
増していく。その昔、ボルドーワインにシラーがブレン
ドされ、質の高いワインが造られていたことにインスピ
レーションを受け、1984年から造られるようになった。
シラー、メルロ、マルベック、カベルネ･フランのブレン
ド。フレンチオーク樽で22ヶ月間熟成。 
 

クリムゾン･ピノ･ノワール 
Crimson Pinot Noir 

若木ブドウを使用したセカンドラベルで、フレッシュな
果実味が楽しめる。プラム、クランベリーに甘草、スパ
イスの風味が縁取り、ジューシーな口当り。フレンチオ
ーク樽で12ヶ月間熟成。 
このワインの販売による収益の一部は、ニュージーラン
ドに自生する樹ラタとポフツカワの保護を目的とした
「プロジェクト･クリムゾン」に寄付される。 

ピノ･ノワール 
Pinot Noir 

マーティンボロー･テラスの水はけの良い砂利質土壌（複数
区画）の高樹齢ブドウから造られるアタ･ランギのフラッグ
シップ。フローラルな芳香が特徴で、活力ある果実と酸が
絶妙にバランス、きめ細かなタンニンがストラクチャーを
形成、余韻が長い。 
自然発酵（35％全房）、フレンチオーク樽（新樽35%）で
11ヶ月間熟成、ブレンドし更に6ヶ月間熟成。 
樹齢：30年以上（複数区画）。クローン：エイベル、ディ
ジョン（複数）、クローン 5 
 

マクローン･ピノ･ノワール 
McCrone Pinot Noir 

マクローン･ヴィンヤードは、砂利質に入り込む粘土層が特
徴。ワインは、確固として大胆、スパイシーでミッドパレ
ットに厚みがある。2013年から単一畑としてリリース。 
自然発酵（40％全房）、フレンチオーク樽で11ヶ月間熟
成。植樹：2001年 栽培面積約2.5ha。 
クローン：クローン 5、ディジョン777＆115、エイベル。 

マスターズ･ピノ･ノワール 
Masters Pinot Noir 

マスターズ･ヴィンヤードは、深さ約30ｍの砂利質に粘土
質が広く均一に入り込む土壌。オレンジ、シナモン、ナツ
メグのエキゾチックな香り、緻密で滑らかなタンニン、し
なやかな酸に支えられたエレガントな余韻が続く。2020年
が初ヴィンテージ。 
自然発酵（70％全房）、フレンチオーク樽（新樽率30%）
で11ヶ月間熟成後ブレンドし更に8ヶ月間熟成。 
植樹：2001年 栽培面積約2.07ha。クローン：クローン 
5、ディジョン（777,667,115）、エイベル。 

ピノ･グリ 
Pinot Gris 

手摘みブドウを全房圧搾し、ほぼそのまま大型樽へ。自然
発酵後、6ヶ月間澱とともに熟成。フレッシュな洋梨にジ
ャスミンの華やかさ。スパイス風味に新鮮な酸とほどよい
フェノールの質感が伴う。 

テ･ワ･ソーヴィニヨン･ブラン 
Te Wa Sauvignon Blanc 

マーティンボロー･テラスの冷涼な気候と深い砂利質
土壌がソーヴィニヨン･ブランの旺盛な樹勢を抑え
る。ブドウは手摘み、一部全房発酵、樽発酵、果皮と
の発酵など複数の手法を取り入れ、鮮やかなアロマと
奥行きある味わい、長い余韻を引き出す。 

ポティキ･シャルドネ 
Pōtiki Chardonnay 

手摘みブドウを全房圧搾し、そのまま300Lのブル
ゴーニュ樽で自然発酵（新樽20％）、澱とともに11
ヶ月間樽熟成。芯の通った気品あるクラシックなス
タイル。比較的若木の区画と成熟した区画のブドウ
をブレンドして造られる。 
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● アタ･ランギ
　 ピノ･ノワールの供給畑

❹ ホームブロック： 1980年クライヴは、新たに取得した4.9haの土地に植え
るピノ･ノワールを探す過程でオークランドのマルコム･エイベルの畑に面白い

クローンがあることを知り、その穂木を入手、ホームブロックに植えた。

　翌1981年クライヴは、マルコム･エイベルのもとで収穫作業を手伝い、上質な

ピノ･ノワールを目指す志を共有する者同士親交を深め、自身が前年に植えた

穂木の由来を知る。それは1970年代半ば、税関職員だったマルコムがオークラ

ンド空港で押収した持ち込み禁止の苗木が元になった穂木で、その苗木はブ

ルゴーニュ屈指のドメーヌから密かに持ち出されたものだった。マルコムはそ

の苗木を当時は国立だったテ･カウワタのブドウ栽培研究所に送り、初回の苗

が提供されるのを待って、オークランド西部の0.8haの畑に植える。

　マルコムは1983年急逝し、その後彼の畑は都市化の波に飲まれて消滅しま

したが、そのブドウ、エイベル（Abel）クローン（別名：ガムブート･クローン、

Gum Boot 長靴：長靴に隠して持ち込まれたというエピソードから）は、アタ･ラ

ンギからニュージーランド全土に広がり、また現在アタ･ランギ･ピノ･ノワール

の区画の多くは、このエイベル･クローンが中核となっている。

※ アタ･ランギ･ピノ･ノワールは、❹ホーム･ブロック ❼チャンプ･アリ 11

ディ･マティーナ ❾ウォルナット･リッジと長期リース畑の12バウンダリー･

ロードと❻カンブレの古い区画のブドウから。

10 マクローン：オレゴン州ヤムヒル･カウンティに畑を所有し、ケン･ライト･
セラーズにブドウを供給していたドン＆キャロル・マクローン夫妻は、南半球で

も単一畑ピノ･ノワールのコンセプトを実現したいと調査を重ね、1990年代後

半、アタ･ランギ･ホームブロックと道を挟んで東向かいの4haを取得、2001年に

アタ･ランギとともにヴィンヤードプロジェクトを立ち上げる。

　アタ･ランギはそれまでの20年の経験を元に実績のあるクローンを用いるこ

とで、畑ごとの違いが明確に表れると考え、2001年この畑にAbel、Dijon（115お

よび777）、Clone5のピノ･ノワールを混植しました。畑の両側の尾根から続く粘

土層が砂利質の土壌に扇状に広がり交じるユニークな地質が特徴。その後マ

クローン夫妻は引退、2012年アタ･ランギの所有となり、2014年に有機認証を取

得。初リリースは2006年ヴィンテージ。

❸ コティンガ：2000年プルアタンガ･ロード東端にロジャー･ガスキルが拓い
た畑で、土壌は水はけのよい沖積礫土（粘土質はない）。Dijonクローンの777

（1.28ha）、115（0.86ha）、667（1.07ha）が植えられる。2015年にアタ･ランギが管

理を引き継ぎ、2017年正式に取得。2018年には有機栽培へ完全移行。その結

果、香りの純度が高まり、以前はやや強すぎたタンニンもバランスが取れるよ

うになる。初リリースは2020年ヴィンテージ。

13 マスターズ：元々ナッツの樹を植える予定だったディ･ビートソンとキャロ
リン･オコナーが2001年にブドウを植樹。アタ･ランギは2007年からこの畑のブ

ドウを用い、2015年醸造家ヘレン･マスターズとその夫ベンが買い取った。

　町の中心マーティンボロー･スクエアから南へ4km、レイク･フェリー･ロード沿

いに位置し、北部の高台に近い畑と比べて、粘土がより均一に砂利に混じる。

また、より南に位置するため、果実の成熟はアタ･ランギの他の畑より1-2週間

遅い。畑（2.5ha）は、シャルドネ（メンドーサ･クローン）と、ピノ･ノワール（エイベ

ル、ポマール、ディジョン115、667、777）。2020年に有機認証を取得。初リリース

は、2020年ヴィンテージ。

アタ･ランギ ヴィンヤード･マップ
Ata Rangi Vineyard Map

ヴィレッジ･セラーズ株式会社（2025年6月）

■アタ･ランギ生産者インタビュー
 『ヴィレッジ･セラーズ･ワインカタログ』
   2018 冬 掲載記事　

http://bit.ly/3PwPKxZ

■ヘレンからのビデオレター
果皮浸漬のソーヴィニヨン･ブラン
（Village Cellars YouTube Channel）

https://bit.ly/3vyqTPk

■ヘレンからのビデオレター
マクローン･ヴィンヤードとアタ･ランギPN
（Village Cellars YouTube Channel）

https://bit.ly/3wwjTT8



小さな巨人　マーティンボロー

マーティンボローの特徴：
･南緯41°　
・谷底の標高はおよそ60mと比較的低地。
･年間を通じて日照時間が長い。
･土壌はやせた礫質の沖積土で、水はけが非常によく、根が深く張る。
･春は冷涼で、土壌の地力も控えめなため、ブドウの樹勢は穏やかで、収量が抑えられる。
･強く乾いた風が吹くことで、果皮のタンニンが高まる。湿度が低く病害のリスクも低い。
･秋は乾燥しており、収穫までの期間が長く、ブドウはゆっくりと完熟。
･昼夜の寒暖差が大きく、夏でも夜間は涼しく、酸を保った引き締まった果実ができる。

タラルア山脈　Tararua Range：
北島を縦断する山脈で、西からの雨は山脈に降り、東側は降水量が少ない。

ルアマハンガ川　Ruamahanga River：
源流はマスタートンの北西に位置するタラルア山脈。ワイララパ地方を縦断。南～南西方向へおよそ130㎞流れた後、ワイララパ南端からクック海峡
へと注ぐ。ワイララパの主要なワイン産地を結び、地域全体の地形や気候に大きな影響。

･ルアマハンガ渓谷の盆地には、長い時間をかけて河川によって堆積･再形成された地層が連なる。
･オーストラリアプレートと太平洋プレートの境界に沿った断層運動によって基盤岩が隆起し、より
新しい堆積層とぶつかり、地質的に非常に複雑な地域が形成される。
･マーティンボロー･テラスはおよそ2万年前に谷底から隆起。
･テラス前方の礫層は深さ約10m、後方では最大で約40m。前方には小さな礫、後方にはより大き
な礫が分布し、テラスの縁から離れるにつれて粘土質の粒子が混じり始める。
･このような地層構成が、区画ごと、あるいは区画内の一部でも、アロマや口当たりに違いを生む。

地理

･すぐ南は南極圏。南からの冷たい風を遮る山や丘など、風を防ぐものがない。
･開花はたびたび阻害され、不完全になりがち。結果、果粒の数が少なく、房はゆるく、収量も低い。

地形･土壌

ブドウ畑面積：1,105ha
･赤ワイン用品種：538ha（うち96％が
ピノ･ノワール、2％がシラー）
･白ワイン用品種：566ha
（73％がソーヴィニヨン･ブラン、11％が
シャルドネ、8％がピノ･グリ、4％がリー
スリング）
･平均的な畑の面積は9haで、ほとんど
が家族経営の小規模なブドウ園および
ワイナリー。

生産量はニュージーランド全体の約3％だが、最高品質のワイン産地として世界的な
名声を得る。

ヴィレッジ･セラーズ株式会社（2025年6月）
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